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ジェルを充填するのは手作業。時間と手間はかかるが、この作業が他社に真似のできない特長を商品にもたらしている。

日、記録的な暑さが猛威
をふるった平成30年の夏、
三重化学工業の山川大輔

社長（以下、山川さん）はメディアに
取り上げられる機会が多かった。
「熱中症にかかったときの解熱に使う冷
却剤が注目されたんです。他の会社
では製造していない商品でしたから。」
　山川さんが見せてくれたのは、三日
月型の冷却剤『くるっとクール』。首周
りや脇の下、足の付け根にフィットする
形状となっている。この商品は、10年
以上前から医療機器分野に進出して
いたものの、目立った成果を上げられ
ずにいた三重化学工業にとって、業
界での認知度を上げる画期的なものと
なった。
　開発のきっかけは、藤田医科大学
病院（旧藤田保健衛生大学）の看護
師から寄せられた「患者さんの頭以
外に首や脇を効果的に冷やせる氷枕
がほしい」という “現場の声” だった。

「保冷剤を作る技術は長年にわたって
磨いてきました。そのノウハウをどうす
れば医療機器に生かせるか。医療現
場や学会、展示会などさまざまな場所
にアンテナを張り巡らして情報を集めて
いる中で、このアイデアが耳に入り、
藤田医科大学との共同開発に繋がりま
した。」
　『くるっとクール』の開発以降、引き
合いが増加し、大手メーカーや商社と
の共同開発も進んでいるという。

ユーザーの“現場の声”をヒントに、
他社が手を付けていない商品を開発
　三重化学工業は昭和31年に、４代
目社長である山川さんの祖父、山川
善高さん（以下、善高さん）が創業した。
当初は洗濯のりの製造からのスタート
だった。
　10年後の昭和41年、洗濯のりと保
冷剤の原料が一緒だったことから保冷
剤・氷枕の製造に乗り出した。売り上
げは順調だったが、保冷剤・氷枕は夏
場の商品であるため、冬場の仕事が
なかった。そこで、善高さんが目をつ
けたのが、防寒機能のある作業用手
袋だった。夏場の保冷剤・氷枕と冬場
の作業用手袋があれば、１年を通じて
仕事が途切れることがないと考えた。
しかしながら、保冷剤・氷枕と作業用
手袋では、原材料や製造方法、取引
先など、一切共通点がなく、ゼロから
のスタートで随分苦労した。
「祖父がよく語った言葉が “とりあえず
やってみよう” だったそうです。新分野
への参入に積極的に取り組む姿勢は
創業当時からの社風、ＤＮＡとも呼べる
ものだと思います。」
　また、作業用手袋に関しては後発
メーカーだったこともあり、当初は売れ
行き不振に苦しんだ。後発メーカーと

して市場に参入する場合、やみくもに
商品を投入しても勝算は得られないこ
とが通常である。
　そんな中で、活路を拓くヒントとなっ
たのは、日頃作業用手袋を使っている
人たちの “現場の声” だった。善高さ
んは、「もう少しこういう機能があったら
いいのに」という声を拾って、量産化
には結びつかないが確実に必要とされ
ているニーズを柔軟に取り入れて商品
開発に結びつけていった。
「新商品を開発するときに一番重視す
るのは、一言で言えば “差別化”。ニッ
チな市場で、市場規模としては小さい
かもしれないけれど、他社が手をつけ
ていなかった分野にスポットを当ててい
くのが基本姿勢です。」と、山川さん
は言う。現在でも防寒作業用手袋の
分野では、三重化学工業以降の新規
メーカーの参入はないという。それほど
ニッチな分野なのだ。

長かった“下積み期間”の蓄積が
新製品の開発に結実
　平成16年に三重化学工業は医療機
器製造販売業の許認可を取得し、そ
の翌年にリハビリ用温熱パック『ホット
パック-mie』の製造販売を開始した。
　医療機器分野に参入するきっかけは、
三重県の産学官民のさまざまな機関や
団体で構成する『みえメディカルバレー
プロジェクト』への参加だった。
　山川さんは当時を振り返る。
「下積み期間は長かったです。医療機
関を回りましたが、なかなか売上は伸
びず、８年ほど苦しい時代が続きまし
た。」
　それでも医療従事者からの “現場
の声” を聞いていく中で、さまざまな情
報がインプットされていき、次のチャン
スが生まれた。

「大阪大学医学部附属病院と共同で、
抗がん剤投与中のアイシング用（冷却
用）手袋を開発したのは印象深い出
来事でした。」
　抗がん剤の投与中はがん細胞以外
の部分に副作用が現れてしまい、指
先が荒れる、爪が割れる、髪の毛が
抜けるといった症状が出てくる。そこで、
身体を冷やし、血管を収縮することで
抗がん剤の影響を減らすことができな
いかという研究を行っている医師のアイ
デアから共同研究がスタートした。この
アイシング用手袋は平成22年に特許を
出願し、平成26年に登録した。
「抗がん剤治療に保冷剤を活用するな
んて、我 メ々ーカーでは到底思いつか
ないアイデアです。この商品は医療の
プロフェッショナルの方と意見交換でき
たからこそ生まれた商品です。知れば
知るほどに保冷剤の可能性を広げて
いけると実感しました。」

会社を支える４本の柱が確立。
５本目の柱作りに挑む
　現在、三重化学工業は販売先の異
なる４つの商品①作業用手袋 ②生鮮
食品などに使用される業務用保冷剤 

③氷枕などの保冷具 ④医療機器を事
業の柱としている。
　新分野への参入について、山川さ
んはこう語る。
「経営理念である『社員の幸せ』のた
めには、企業は発展し続けなくてはな
らない。そのために、会社を取り巻くさ
まざまな環境変化に左右されない、柔
軟な適応力としなやかな強さを持つ企
業にしていきたい。新しい分野で芽が
出るまでに時間がかかっても、多角化
のタネは蒔き続けていきます。」
　現在、Ｍ&Ａでの企業買収による事
業の展開や、平成26年に設立した中
国の現地法人を起点にした海外展開
なども模索している。
「新しい分野へのチャレンジは大きな成
果に結びついていない部分もあります
が、今年は５本目の柱となる新規事業
への足がかりを作りたいと思っていま
す。」
　明快に、熱く語る山川さんの言葉は、
脈 と々受け継がれているチャレンジの
“ＤＮＡ” を感じさせる。今後どういう形
で新たな実を結んでいくのか、技術力
のある中小企業が活路を拓くモデル
ケースとして注目される。

連

社会見学では工場を見学した後に保冷剤作りに挑戦。
子どもたちに教える社員たちも真剣そのもの。

抗がん剤治療に用いる冷却用手袋を手にする山川さん。専務時代
に為替変動による減益に苦しんだ経験を糧に、外的要因に左右され
ずに利益を確保できる企業体質の改善に取り組んでいる。

三重化学工業株式会社

子どもたちの社会見学が、
受け入れ側のモチベーションを向上させた

SIDE STORY

新分野へのチャレンジと
ニッチ市場への着眼力は
創業以来のDNA

松阪市にある三重化学工業株式会社（以下、 三重化学工業）は作業用手袋『ミエローブ』や保冷剤『ス
ノーパック』などを製造・販売しており、近年は医療機器分野の製品開発で注目を浴びている。
創業以来、ニッチな市場を開拓して地歩を固めてきた三重化学工業は、いかにして新規分野への参入
にチャレンジしてきたのか。

　社会見学のきっかけは、NPO法人からの依頼で県内の小中
高生たちに工場見学の機会を提供したことだった。
「私自身、松阪市で生まれ育ち、幼い子どもを持つ身です。地
元の子育て支援の一助になればと思って始めました。」
　工場で保冷剤作りを体験してもらい、楽しんでいる姿は、教
える側の社員たちのモチベーションアップにも繋がり、相乗効果
も生まれてきた。

「子どもたちに工場を見学してもらう際は、私たちが自信を持って
見てもらえるような環境を整えておかなくてはなりません。一層、
整理整頓が行き届くようになりました。」
　また、山川さん自身の心境にも変化が生じたという。
「受け入れにはそれなりの費用がかかります。赤字の会社では対
応できません。自信を持って、子どもたちを迎えられる経営内容
の会社であり続けなければと、私自身の励みにもなっています。」

三重化学工業は、松阪市内の小学校に通う児童たち
の社会見学を積極的に受け入れている。
社会見学の受け入れは、社内にも好影響をもたらした
という。

三重化学工業株式会社
松阪市大口町262-1
TEL 0598-51-2361

設　　立　昭和31年
資　本　金　2,300万円
代　表　者　代表取締役社長　山川 大輔
社　員　数　45人

事業内容

Company Profile

作業用手袋、保冷剤・保冷具、医療機器、
作業保護用品の製造・販売

現社長の祖父・山川善高さんが
三重化学工業株式会社を設立。
家庭用洗濯のり並びに工業用
接着剤製造。
保冷剤・氷枕の製造開始。
作業用手袋製造開始。
医療機器製造業及び医療機器
製造販売業許可。
リハビリ用温熱パック『ホットパッ
ク-mie』発売。
藤田医科大学との共同開発で
熱中症用冷却剤「くるっとクー
ル」を開発。
山川大輔さん、社長に就任。
医療機器の新ブランド
立ち上げ。
経済産業省「地域未来牽引企
業」に選出。

昭和31年

昭和32年

昭和41年
昭和45年
平成16年

平成17年

平成26年

平成28年
平成29年

平成30年

これまでの足跡

商品開発のスタッフたちに囲まれた山川さん（中央）。就任後、若手社員を積極的に採用し、30代の社員たちが社内各部署の責任者として活躍している。

工場内では女性社員も多数活躍。定年制はあるものの、希望すれば働き
続けることができるという。

山川さんは企業としてのブランディングに取り組んでいる。近年、社屋の外
壁を主力商品をイメージさせるデザインに塗り替えた。

よしたか

だい すけ
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